
本会合コンテンツ紹介

民間シンクタンク 日本医療政策機構（HGPI）主催
自治体職員向け 意見交換・情報交流会

「認知症新時代 多様な市民社会の声を活かすには」

日本医療政策機構による各種調査・提言のご紹介 
オンラインツールを活用した匿名かつリアルタイムのアンケート・コメント 
専門家を交えたパネルディスカッション（現地参加者は意見交換の機会あり） 
参加職員同士の情報交換会（会合終了後・現地参加者のみ） 

日時

形式

対象者

詳細
申込

2024年
12月19日(木)14:00-17:30
*16:30-17:30 参加者交流会　（現地参加者のみ）

コモレ四谷タワーコンファレンス
東京都新宿区四谷 1-6-1 コモレ四谷 四谷タワー3 階
*対面で参加が難しい場合は、オンラインでのご参加も可能です。

全国自治体の認知症施策担当課職員の方限定
*職位・役職の制限はありませんが、基礎自治体において認知症施策の
企画・立案を担う職員の方が対象です。人数の制限は設けていませんが、
各自治体数名程度を想定しています。

日本医療政策機構では、全国の自治体職員が、認知症基本法を
踏まえた自治体の認知症施策推進計画策定に向けての情報や知見
を得られることを目的に、意見交換・情報交流会を開催します。

本会合は、匿名での意見交換や、他自治体職員の声を
直接聞くことができる貴重な機会となっております。

多くの皆様のご参加をお待ちしています。

URL及び右記QRコード
https://hgpi.org/private/dementia-20241219.html

*会場参加の申込期日は、2024年12月9日（月）23:59 までとなります。 

プログラムを更新しました。
詳細は裏面をご覧ください。



自治体職員向け 意見交換・情報交流会
※プログラムを更新いたしました。

＜当日プログラム＞（敬称略・順不同）
14:00-14:05 開会の辞・開催趣旨説明
　　　　　   栗田 駿一郎（日本医療政策機構 シニアマネージャー）

14:05-14:30 情報提供：これまでの調査や各種提言のご紹介
　　　　　   栗田 駿一郎

14:40-16:25 聴衆参加型パネルディスカッション 
　　　　　  トークテーマ 1 「当事者と住民視点の認知症施策の立案」
　　　　　   堀田 聰子　 （慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科 教授／
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　認知症未来共創ハブ 代表／日本医療政策機構 理事）
　　　　　   山田 悠平　 （一般社団法人精神障害当事者会ポルケ 代表理事）
　　　　　   猿渡 進平　 （福岡県大牟田市役所 相談支援包括化推進員／白川病院 医療連携室長）
　　　　　   永岡 加寿子 （富田林市 健康推進部 高齢介護課 主幹／介護予防係長（保健師））

　　　　　  トークテーマ 2 「市民の認知症への気付きにつながる啓発施策」
　　　　　   大田 秀隆   　（秋田大学高齢者医療先端研究センター）
　　　　　   鎌田 松代   　（公益社団法人 認知症の人と家族の会 代表理事）
　　　　　   
16:25-16:30 閉会の辞

16:30-17:30 参加者交流会（現地参加者のみ）

＜完全匿名事前アンケート ご協力のお願い＞
本会合は、参加者の皆様のご意見を基にコンテンツを作成してまいります。
そこで「匿名にて、皆様の本音を集めたい」と考えており、ご回答をお願いします。
アンケートに答え頂いた方に、本会合の情報提供セッションのアーカイブ動画を
限定公開いたします（リンクは回答後の画面にて）。
下記URL、もしくはQRコードよりアクセスください。
https://forms.office.com/r/qjmewVmaLS  　回答時間：3分  質問数：全6問 

なお本アンケートは、回答者名やメールアドレスの収集は致しませんので、ご安心ください。 
ご所属の自治体エリアと人口規模分布のみお尋ねいたします。 日頃の悩みや困り事、今考えていることに
ついて、ぜひ本音でご回答いただければ幸いです。回答いただいた内容は、意見交換・情報交流会の登壇者
への共有や、今後の成果物の作成時の参考資料とし、そのままの形で外部への公開は致しませんが、念のた
め回答内に自治体名や地域名などご所属先が特定されるような記載はお控えください。 

＜お問い合わせ＞
特定非営利活動法人 日本医療政策機構　認知症プロジェクト
TEL: 03-4243-7156 FAX: 03-4243-7378　E-mail: info@hgpi.org​

日本医療政策機構について
日本医療政策機構（HGPI: Health and Global Policy Institute）は、2004 年に設立された非営利、独立、超党派の民間
の医療政策シンクタンクです。市民主体の医療政策を実現すべく、中立的なシンクタンクとして、幅広いステークホル
ダーを結集し、社会に政策の選択肢を提供してまいります。特定の政党、団体の立場にとらわれず、独立性を堅持し、
フェアで健やかな社会を実現するために、将来を見据えた幅広い観点から、新しいアイデアや価値観を提供します。
日本国内はもとより、世界に向けても有効な医療政策の選択肢を提示し、地球規模の健康・医療課題を解決すべく、こ
れからも皆様とともに活動してまいります。当機構の活動は国際的にも評価されており、米国ペンシルベニア大学の
ローダー・インスティテュート発表の「世界のシンクタンクランキング報告書」における「国内医療政策」部門で世界
2 位、「国際保健政策」部門で世界 3 位に選出されています（2021 年 1 月時点（最新データ））


